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研究成果の概要（和文）：本研究では機械翻訳の利用を前提とした英作文指導における，意味順英語学習法の応
用について研究した．具体的には，Ⅰ：正確な訳出のための中間日本語作成に関する研究，Ⅱ：機械翻訳と意味
順英語学習法の接点に関する研究，Ⅲ：機械翻訳を利用した英作文を指導するための教材作成，という3つのテ
ーマに分けて研究した．結果として機械翻訳の精度の向上もあり，学習者にとっては，英文ライティングにかか
る負担はかなり軽減されてきた．意味順英語学習法の中間日本語作成を応用すれば，英文ライティングの統語上
の問題には概ね対応できるが，意味上の問題が残ることがわかった．

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the application of a meaning-order approach 
to pedagogical grammar (MAP Grammar) to the teaching of English composition based on the use of 
machine translation. The errors in English translation created by Google Translate were analyzed 
through the scheme of MAP Grammar, which concludes that MAP Grammar can be applicable to grammatical
 restructuring that reduces grammatical errors, although it is not suitable for semantic errors that
 account for a large percentage of the errors produced through the machine translation. Teaching 
materials are produced to present common semantic error examples in advance, which would make 
erroneous words and expressions easily identifiable during post-editing.

研究分野： 英語教育

キーワード： 英語教育　CALL　Machine Translation　Second Language Writing　ESP

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
専門的な職業や学問分野において，英語を使って仕事や研究をする必要性は年々高まっているが，高専における
英語ライティング授業に関する研究はまだ発展途上段階である．エンジニアを目指す高専生には，将来の職場で
機械翻訳を利用して英作文することを想定したトレーニングが必要であると考える．本研究では，英文ライティ
ング指導において機械翻訳の利用を前提としつつ，特定の文法項目の定着と中間日本語の作成方法について研究
を深め，より正確な英作文ができるようにする為の教材を作成した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

専門的な職業や学問分野において，英語を使って仕事や研究をする必要性は年々高まっている. 

高専の英語教育においても，教材や指導法に関する研究がこれまでに数多くなされ，例えば，英語多

読授業やマルチメディアを利用した英語授業といった研究成果につながってきた.  

その一方で，高専におけるライティングの授業は発展途上の感がある．そこで，研究代表者は平成

28〜29 年度科研費（挑戦的萌芽研究：16K13276）の助成により，機械翻訳を利用した英文ライティン

グ指導方法に関して研究を行った．そこでは，英文ライティング指導においてインターネットでの機械翻

訳を用いることを前提とし, 1）機械翻訳の正確性，及び 2）機械翻訳の利用の有無によって自由英作文

の質に変化があるか，について研究してきた．結果として，英作文の指導において機械翻訳を利用する

ときのポイントとして，1）単純な文章は機械翻訳を利用することで省力化し，文章の内容や構成を充実

させることに指導の時間を割り当てる，2）機械翻訳が苦手な文法項目は機械翻訳に頼らずに自力で訳

出できるようになるか，もしくは誤訳が出力されても修正ができるような文法知識を学習者に定着させる，

3）従属節のある複雑な文章は，先に入力するための日本語を機械翻訳でも理解可能な日本語にあら

かじめ修正する必要がある，という三点を考察した． 

機械翻訳を用いた英文ライティング指導に取りくむことを着想した理由の一つは，高専という特殊な

環境で指導しているという点にある．大学入試を経験する一般的な高校生と違い,高専生は辞書なしで

即興的に日本語を英語に翻訳することを求められる場面に遭遇することは少ない．むしろ社会人になっ

た後にパソコン上で機械翻訳を用いながら英訳する作業が多く求められるため，機械翻訳利用のトレー

ニングが在学中に必要であると考えている. 

これまでの欧米を中心とした海外の第二言語ライティング研究は日本の英語教育環境への応用が難

しい部分があった．また，国内の研究は主にライティングのプロセス，フィードバックそして評価方法が中

心であったため，一定量の英文を書けない低学力の学習者に対しては，その研究成果を活かせる場面

が限られていたと感じている．そこで本研究では機械翻訳の利用を前提とした効果的指導方法を開発

することとなった．  

 

２．研究の目的 

上記萌芽研究をさらに発展的に継続してさらなる成果を得るべく，本研究では，英文ライティング指

導において機械翻訳の利用を前提としつつ，特定の文法項目の定着と中間日本語の作成方法につい

て研究を深め，より正確な英作文の産出を学習者ができるようにすることを目的としている．その一つの

手段として，田地野（2011）が提唱する「意味順英語学習法」に注目した． 

 これまで教育現場では，英文法を指導する時，「文の構造→動詞→時制→助動詞→受動態→（以降，

仮定法まで）」といった文法項目の順に指導することが多かった．一方，意味順英語学習法は，意味の

観点から英文の構造を理解させる学習法である．「誰が」＋「する」＋「誰・何」＋「どこ」＋「いつ」という骨

組みに整理することで，英語の仕組みを体系的に理解できるようになり，正しい英文を作ることができる

と田野地は主張している．ここで注目すべきは，「意味順英語学習法」は全体を捉えてまずは「8 割英語」

を目指している点にある．田地野（2017）では英語指導を誰かに道案内をすることに例えて，伝統的学

校英文法の指導法は小さい縮尺の地図を見せて細かい道順を一つ一つ丁寧に教えて，目的地にたど

り着かそうという方法であると指摘する．一方，「意味順英語学習法」は目的地が北にあるのか，南にあ

るのか大きい縮尺の地図を見せて全体像掴ませてから，詳細については簡単に説明をする，という方

法である．前者は「木を見て森を見ず」という状態に陥りやすいが，後者は「森を見た後に木をみる」とい

う考え方であり，これは研究代表者が提唱する機械翻訳を利用した英文ライティング指導と親和性が高



い．なぜなら，機械翻訳を利用してとりあえず言いたいことを英語で表現し，その後に細かいエラーを修

正してより良い英文を作るという考えは，田地野の言う「８割英語」の概念と一致するからである．そして，

この「意味順英語学習法」と「機械翻訳の英語教育への利用」を融合させることにこそ本研究の目的が

ある．                

 

３．研究の方法 

 上記に述べてきた本研究の目的を達成するため，以下の三点の課題に絞って H30 年度から 3 年

間にわたり研究してきた．初年度で一通りの作業を行って改善点を見つけ，次年度以降の PDCA サイ

クルに乗せることで，より研究を深めていく方法をとり，成果を授業で実践して検証した上で，最終的に

は授業方法の普及活動を行うことを目指した． 

 

Ⅰ：正確な訳出のための中間日本語作成に関する研究 

  機械翻訳が現時点では 100%完璧なものではないことを学生に教え，機械翻訳の誤りへの対処法を

身につけさせる必要がある．Google 翻訳を使って書かれた学生の自由英作文における誤りを分析し，

その対処法について研究することで，英作文の授業での機械翻訳の効果的な使い方を模索した. 

Ⅱ：機械翻訳と意味順英語学習法の接点に関する研究 

  意味順英語学習法と機械翻訳を利用した英作文指導の接点を求めて，田地野（2011）の和文英訳

問題を，Google 翻訳を用いて英訳することによって，その英文がどの程度まで正確に訳出されている

か，正確でない場合はどこに問題があるのか，その問題を解決するためには意味順英語学習法による

中間日本語が役立つか否かの 3 点について研究した． 

Ⅲ：機械翻訳を利用した英作文を指導するための教材作成 

 上記Ⅰおよび II において得られた研究成果を実際の授業で応用するため，教材を作成し，広く公開

することで，機械翻訳を利用した英作文活動を普及させることを目指した． 

 

４．研究成果 

Ⅰ：正確な訳出のための中間日本語作成に関する研究 

機械翻訳を用いて書いた自由英作文における誤りの傾向の分析を試みた．香川高専詫間キャンパ

スに在籍する 2019 年度の 1 年生 124 名が Google 翻訳を用いて作成した自由英作文のうち，GTEC

のライティングスコアが CEFR-J において A2.2 レベル以上と判断された学生 27 名のものを分析対象

とした． 

表１：種類ごとの誤りの数と割合 

誤りの判定は工藤（2009）など，先行する誤

答分析研究を参考にして，「統語の誤り」「文法

的形態素の誤り」，「意味の誤り」，「論理の誤

り」，「その他」の 5 つ大区分と，それをさらに細

分化した 19 の小区分とに分類した （表１）． 

統語の誤りの区分では，主語に関連した誤り

の割合が最も高い．これは日本語の空主語

（null-subject）に起因していると考えられる．

以前は，原文が空主語の場合，機械翻訳は it

を主語とした文を生成する傾向があった．しかし最近では，欠落している主語を推測して it 以外の主語

を追加して翻訳されるようなってきた． 



一方，機械翻訳はまだ「冠詞」「単数・複数形」などの文法的形態素を適切に選択できていないことを

示している．したがって，「冠詞」「単数・複数形」の学習者及び機械翻訳による誤りは，指導者による重

点的な指導が必要ともいえる． 

さらに，意味の誤りの割合が約 4 割と高い．これは，機械翻訳が意味の問題に関しては，英作文の補

助ツールとして対応できていないことを示している．品詞別に誤りの数を見ていくと，名詞，動詞，前置

詞，形容詞，副詞の順となっている． 

論理的誤りに関しては，今回の調査では，接続詞の欠落や余計な接続詞が挿入されてしまった場合

がほとんどであり，意味としては理解可能な文章であった．おそらく，機械翻訳がうまく機能しているのか，

学生による翻訳文の修正（後編集）が功を奏しているのではないかと推察される． 

以上のような機械翻訳の誤りの傾向が分かったが，授業中の指導により少しでも減らすために次のよ

うな対処法を考案した． 

まず，機械翻訳に入力する前の日本語を編集する時（前編集）に，意味順英語学習法を応用して，

空主語の挿入を徹底させる．一方，単語を直訳したことによる誤りのような意味論的誤りについては，意

味順英語学習法では対応できないので，誤訳されやすい単語や表現を後編集の際に見つけやすくす

るように，頻出の誤り事例集なるものを作成し配布する．また，語彙や表現の問題については，input を

多くして知識量を増やすように指導しなければならないため，単語集の利用や多読学習等で語彙の帰

納的獲得の機会を提供する．  

 

Ⅱ：機械翻訳と意味順英語学習法の接点に関する研究 

田地野（2011）に収録された練習問題用 219 和文の全てを機械翻訳に入力し，出力された英訳文の

文法的な正確性を調査した．翻訳文は 2019 年 5 月下旬に Google 翻訳によって出力されたものを調

査の対象としている．結果として，101 文について模範解答と完全一致か，ほぼ一致する英訳が機械翻

訳により出力された．また，46 文については動詞など内容語の選択の違いのみで，誤り文ではなかった．

つまり，約 67％の文が問題なく英訳されているといえる． 

一方，問題を含む機械翻訳は（1）統語に問題があるもの，（2）時制・仮定法に問題があるもの，（3）

意味に問題があるものに分類し，機械翻訳の利用時に注意すべき点について研究した．統語上の問題

は，主語や目的語の明確化など，意味順英語学習法を応用できると判断した．しかし，時制や仮定法と

いった文法項目や，前置詞の使用方法など意味上の問題については，意味順英語学習法は応用でき

ないと考えられる．また，時制や仮定法の問題に関しては，「する（です）」のフォルダに翻訳の難しさの

問題がある，ということがわかった． 

 

以上の結果を実際の英語授業に活かすにはどのよ

うにすべきかについて述べる．まず前提として，意味順

英語学習法で提示された語順フォルダに入れることが

できるような形で中間日本語を作成させる訓練をする．

その際，主語，述語，目的語を明示するように徹底さ

せることが肝要である． 

図１: 「時・相・法・態」サブフォルダの追加例    

 

次に意味順英語学習法で対応しきれない問題として現在形・進行形・完了形などの時制や仮定法を

重点的に教える必要がある．意味順英語学習法を使用して，「する（です）」フォルダに問題が生じる可

能性があることを先に明示する．そして「た・しまった，ている，もし〜だったら，された」フォルダに入る部



分については中間日本語を別に考えなければならない，と視覚的に提示する．そうすることで，これらの

文法項目について学習者の理解を促すことができるであろう（図１）．そして，機械翻訳のエラーを修正

させるような演習問題などに取り組ませることにより，学習者の「気づき」を促す指導が有効である．ただ

しその気づきには文法知識が必要であるので，日頃からの基礎的な学習は欠かせない．また最近では，

英語の授業は英語でと言われている中，文法は全てを英語で説明するのではなく，日本語を使ってき

ちんと教えることも必要である． 

 

Ⅲ：機械翻訳を利用した英作文を指導するための教材作成 

上記ⅠおよびⅡの研究における分析

結果，そこから得られた教育方法論的

知見をもとに，機械翻訳を使った英作

文のための教材を２種類作成した． 

１つ目は 10 分程度の動画教材であ

る．これはこれまで数年間で培ってきた

効果的な機械翻訳の利用法について，

前編集と後編集の観点から説明したも

のである． 

２つ目は事例集である（図 2）．a）高

専生が書いた模範和文，b）機械翻訳に            図 2：事例集の一例 

よる英訳文，c）ネイティブスピーカーによって校正された英文が収録され，機械翻訳によって生じやす

い誤訳について解説している．当事例集には 18 題の例文が収録され，これを用いて指導することによ

り，後編集において頻出する誤訳に気付きやすくすることができる． 

 

５．まとめ 

機械翻訳の精度の向上もあり，学習者にとっては，英文ライティングにかかる負担はかなり軽減されて

きた．意味順英語学習法の中間日本語作成を応用すれば，英文ライティングの統語上の問題には概ね

対応できるが，意味上の問題が残ることがわかった．機械翻訳の発達により英語学習は必要ないとさえ

言われる時代になりつつあるが，機械翻訳を活用する英語学習者には英語教員による「足場かけ 

（scaffolding)」が必要である．今後も刻々と発達し続ける機械翻訳を注視しつつ，高専における英語ラ

イティング授業研究を続けていきたい． 
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